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1. はじめに 

 猪苗代湖は、CODが 0.5～0.6 mg･ℓ－1，透明度も良好であり、水質日本一を誇る湖沼である。一方、本来酸栄養

湖としての猪苗代湖が、近年中性化に進みつつあるが、pH上昇の原因は究明されておらず、長期的には猪苗代湖

の汚濁に関係することも予想され、大きく危惧されている

ところである。 

本研究は，筆者らが猪苗代湖における水質保全に関して

進めてきている研究の一環のひとつであり、猪苗代湖の pH

上昇に及ぼす水生植物の影響を検討するものである。 

2. 猪苗代湖の概要と本来的 pH 値の試算 

図－1 に猪苗代湖湖心の及び裏磐梯湖沼群のpH値の経年変

化を示す。図－２に猪苗代湖流域の概要を示す。猪苗代湖

の全流域面積は 820.2km2である。そのうち酸性河川である

長瀬川流域が 432.8km2であり、残り 387.4km2が中性の舟津川、高橋

川、小黒川、菅川、常夏川等と 104km2の湖面である。図－３に猪苗

代湖流入河川のpH値の経年変化を示す。これらの資料から、猪苗代

湖の本来的pH値の試算を試みる。 試算に当っては、極めて大雑把

であるがいくつかの仮定を前提とする。猪苗代湖のpH値の推移を、

酸性河川である長瀬川とその他の中性河川の流量及びpH値から試算

してみる。 

図－1 猪苗代湖湖心の pH 変化 
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① 猪苗代湖流域の降水量は、流域内では一定（1,134mm/年）とし、

河川流量は流域面積に応じた河川水量とする。       

② 蒸発散等の損失はおよそ 35％とする。           

③ 長瀬川の流量は約 10.1ｍ3/秒、舟津川等の中性河川の流量は            

約 9.05ｍ3/秒となる。 
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図－２ 猪苗代湖流域の概要図

④ 長瀬川の pH 値は、図－６の昭和 60 年から平成 15 年までのデ－タ

から、平均 4.57 とする。 

⑤ その他舟津川等の中性河川の pH 値は、昭和 60 年から平成 15 年ま

でのデ－タから、平均 7.04 とする。 

 水素イオン量の収支から、次式が与えられる。 

[H+]N×QN＋[H+]o×Qo＝[H+]×(QN＋Qo）・・（1）           

図－３ 猪苗代湖流入河川の pH 変化
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これより、単純に猪苗代湖の本来の pH 値は 4.85 と求まる。 

 

 

 



3. 一次生産と水酸イオンの理論的考え方の導入   

猪苗代湖の北部水域や天神浜等において夏季に水生植

物群がみられる。また、夏季から秋季には、天神浜等の

東部湖岸一帯にかけて相当量の水生植物群が打ち上げら

れている。Richards は、植物プランクトンの増殖につい

て、次式のような関係を提示している。すなわち、 

106HCO3
-＋106H2O＋16NH3＋H3PO４＋光 �       

図－４ 水生植物による pH 変化
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この式によれば、窒素 16×14＝224ｇとリン 31ｇがバラン

スよく存在し、かつ太陽等光のもとでは 3,550ｇの水生植物が

生産され、106 モル（ｇイオン）の水酸イオンが水中に放出さ

れることを意味している。 

 写真－１ 湖岸に打ち上げられた水生植物 

また、pH5 の水１ℓをpH6 にするためには、0.9×10－５モル＝

0.000009 モルのアルカリが必要となる。pH5 の水１ｍ３をpH

６にするためには、0.9×10－2モル＝0.009 モルのアルカリが必

要となる。  

4. 猪苗代湖の pH 上昇への水生植物の影響の適用  

前述の考え方を、水量 38 億 5900 万ｍ3の猪苗代湖に単純   

に適用し、試算してみる。 

pH５の猪苗代湖の水 38 億 5900 万ｍ3の湖水pH６にするためには、38 億 5900 万ｍ3×0.009 モル/ｍ3＝34,731,000 モ

ルのアルカリが必要となる。1 モルの水酸イオン生成には 33.5ｇの植物が必要であるから、 

34,731,000 モル×33.5ｇ/モル＝1,163,488,500ｇ＝1,163,489kg＝約 1,164 トン 

すなわち、約 1,164 トンの水生植物によって、猪苗代湖の湖水が pH５から pH６となる計算となる。 

平成 6,7 年ごろから約 10 年以上にわたって pH 値が約 1 上昇しているが、滞留時間が 1350 日（約 3.7 年）と長い

こと、季節による湖内の循環によるもの等により、湖内はほぼ完全混合に近く、湖心の pH 値はほぼ湖水全体を代

表していると考えて良いものと考えられた。 

5. 結 論  

 猪苗代湖の pH の経年変化に関して、水生植物の影響について検討し、以下のようなことがわかった。 

1） 水素イオン量の収支から、猪苗代湖の本来の pH 値は 4.85 と推算された。 

2） pH５の 38 億 5900 万ｍ3の湖水をpH６にするためには、4,731,000 モルのアルカリが必要となり、約 1,164 ト

ンの水生植物の生産によると計算された。 

湖水の中性化及び窒素、リン濃度の上昇は、一次生産を増加、加速するものであり、窒素、リンを含む植生や有

機物等の水域からの排除が望まれる。 
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